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研究要旨：肝内結石・硬化性胆管炎分科会は、①肝内結石疫学調査の総括と継続調査
の立案・遂行、②肝内結石診療ガイドライン策定、③硬化性胆管炎の疫学調査結果解
析と継続調査の立案・遂行、④硬化性胆管炎診断基準改定、⑤硬化性胆管炎の診療指
針の提案を目標として３年間の研究活動を開始した。初年度の総括報告を以下に示
す。 

 

Ａ．研究目的 
①肝内結石疫学調査の総括と継続調査

の立案・遂行、②肝内結石診療ガイドライ
ン策定、③硬化性胆管炎の疫学調査結果解
析と継続調査の立案・遂行、④硬化性胆管
炎診断基準改定、⑤硬化性胆管炎の診療指
針を３年間で完了する。 
 

Ｂ．研究方法 
①肝内結石疫学調査の総括と継続調査

の立案・遂行（森研究協力者） 
1998 年全国調査に登録された肝内結石

症例に対しコホート調査を解析して予後
不良因子、結石再発危険因子、胆管炎・肝
膿瘍の危険因子、肝硬変の危険因子、肝内
胆管癌発生の危険因子を抽出し、コホート
研究を立案・継続遂行する。 

②肝内結石診療ガイドライン策定（露
口研究協力者） 
2009 年に日本消化器病学会から発表さ

れて現在改訂中の“胆石症診療ガイドライ
ン”の肝内結石診療に関する Clinical 
Question（CQ）と診療フローチャートと、
本研究班から提案したガイドラインをも
とに研究班 Working Group による校正、CQ
の補足をおこなう。 

③硬化性胆管炎の疫学調査結果解析と
継続調査の立案・遂行（田中研究分担者） 
2012年の全国調査結果から本邦PSC 196

症例の予後決定因子を解析し、年次的な継
続調査を立案・遂行する。 

④硬化性胆管炎診断基準改定（中沢研
究協力者、能登原研究協力者、分科会班
員全員） 

肝内結石・硬化性胆管炎分科会による全
国調査結果から PSC の診断基準を作成し、
その有用性を High volume center にて
IgG4 関連硬化性胆管炎（IgG4-SC）と比較
評価する。 

⑤硬化性胆管炎の診療指針策定（伊佐
山研究協力者） 

硬化性胆管炎全体の診療指針の作成で
あるが、本年度は PSC に限定した指針の原
案を作成する。来年度は現在作成中の PSC
診断基準や種々のアンケート調査を踏ま
えて PSC の指針を確定し、他の硬化性胆管
炎の指針の原案を作成、最終年度に硬化性
胆管炎全体の指針を作成する。 
（倫理面への配慮） 
本調査研究は帝京大学医学部ならびに

関連各施設の倫理委員会の審査・承認を得
て進めた。 
 
Ｃ．研究結果 
①肝内結石疫学調査の総括と継続調査

の立案・遂行 
コホート調査における予後不良因子、結石

再発危険因子、胆管炎・肝膿瘍の危険因子、
肝硬変の危険因子、肝内胆管癌発生の危険
因子の解析から肝内結石症に対する取扱
いとして、結石除去のみでは結石再発や肝
内胆管癌発生の危険が高く、その後の臨床
経過に大きく影響する可能性が示唆され
た。さらに、経過中に発生した黄疸は長期
化しないよう、早期の減黄処置が必要であ
ると思われた。 
②肝内結石診療ガイドライン策定 
本研究班における過去の報告書から診



断・重症度診断基準を提案した。改定作業
中の既出ガイドラインとの照合を踏まえ
て、肝内結石症の疫学、診断基準、重症度
判定基準を追補する形で肝内結石症ガイ
ドラインを策定する予定である。 
③硬化性胆管炎の疫学調査結果解析と

継続調査の立案・遂行 
今回の全国調査の結果から、本邦の PSC

症例では、診断時症状・合併症がないこと、
血清アルブミン値 3.5 g/dl 以上、ALP 正
常上限 2倍未満、の 3因子が肝移植なし生
存に有意に関与していた。引き続き年次的
な調査を継続して我が国の実態を把握す
る予定である。 
④硬化性胆管炎診断基準改定 
PSC 基準案として以下を策定した。 
 

1. 肝内肝外胆管に生じた進行性の胆管狭窄
病変。 

2. 血液所見上持続性の胆汁うっ滞を認める。 
3. IgG4 関連硬化性胆管炎，原因が明らかな

２次性硬化性胆管炎、悪性腫瘍の除外 
4. 画像診断にて特徴的な胆管所見を認める。 
5. 炎症性腸疾患の合併 
6. 病理学的所見 

a.病理学的検索により他の肝、胆道疾患
が否定できること。 

b.次のいずれかの肝生検所見 
 1) onion skin lesion、または           
小葉間胆管の線維性消失 
 2) 慢性胆汁うっ滞所見（細胆管増生

および線維化）  
1,2,3＋4～6 a,b の２項目以上  確診 
1,2,3＋4～6b の１項目     準確診 
1,2,3＋６aのみ        疑診  
 
⑤硬化性胆管炎の診療指針策定 
原発性硬化性胆管炎の診療指針の原案

を作成した。硬化性胆管炎の病態は複雑で
あり、診療指針の作成は難しい。現在まだ
診断基準ができていないので、今後盛り込
む予定である。また、IgG４関連硬化性胆
管炎ガイドライン、生体肝移植ガイドライ
ンと矛盾が生じないように準拠して作成
する。 

 
Ｄ．考察と結論 

肝内結石・硬化性胆管炎分科会は、①肝
内結石疫学調査の総括と継続調査の立
案・遂行、②肝内結石診療ガイドライン策
定、③硬化性胆管炎の疫学調査結果解析と
継続調査の立案・遂行、④硬化性胆管炎診
断基準改定、⑤硬化性胆管炎の診療指針の
提案の５項目を目標に掲げて３年間の研
究活動を開始し、初年度の活動を本項に総
括した。次年度以降の活動内容とその遂行
における手法を一層充実させて、疫学、診
断基準、診療指針の点において確かな成果
を挙げることが期待された。 
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